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　平成２５年第３回稲敷市議会定例会が９月３日から２０日までの１８日
間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、条例の制定１件、
条例の改正２件、各会計補正予算案６件、決算の認定案件１２件、訴えの
提起３案件、人事諮問案件１件、その他報告案件５件を含めた合計３０案
件が上程されました。
　開会日には、上記議案が上程され諮問第５号が採決されました。また、
議長発議により決算審査特別委員会が設置されました。
　最終日には、追加議案として工事請負契約の締結案件１件が提出されま
した。
　議会の審査経過及び、議決の結果については下記をご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

９月　３日（火）開会
議案等について市長の提案理由説明を受ける（３０案件）。
諮問第５号採決
決算審査特別委員会が設置される。

（９月４日、５日は議案調査のため休会）
９月　６日（金）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【６名】

審査のため各常任委員会及び決算審査特別委員会へ議案
２４件を付託する。

９月　９日（月）決算審査特別委員会による付託議案審査
【江戸崎庁舎・東庁舎所管】

９月１０日（火）決算審査特別委員会による付託議案審査
【桜川庁舎・新利根庁舎所管】
（９月１１日は委員会の事務整理のため休会）

９月１２日（木） 【総務教育常任委員会】
９月１３日（金）　常任委員会による付託議案審査 【市民福祉常任委員会】
９月１７日（火） 【産業建設常任委員会】

（９月１８・１９日は今定例会の議事整理のため休会）
９月２０日（金）各常任委員長及び決算審査特別委員長から付託議案に対す

る審査報告を受け、議案２４件に対する討論、採決を行う。
市長から議案１件が追加提出され、提案理由説明の後、質疑、
討論、採決を行う。
閉会

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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平成25年度補正予算（６会計）も可決

議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

報告第８号 健全化判断比率の報告について

平成24年度決算を基に実質赤字比率、
連結実質赤字比率、実質公債費比率及
び将来負担比率について報告するもの
で、いずれも早期健全化基準を下回っ
ている

－ 報告

報告第９号
稲敷市農業集落排水事業特別会
計の資金不足比率の報告につい
て

各会計について、平成24年度決算を基
に、資金不足比率を報告するもので、
全４会計において資金不足はない

－ 報告

報告第10号 稲敷市公共下水道事業特別会計
の資金不足比率の報告について － 報告

報告第11号 稲敷市水道事業会計の資金不足
比率の報告について － 報告

報告第12号 稲敷市工業用水道事業会計の資
金不足比率の報告について － 報告

議案第79号 稲敷市子ども・子育て会議条例
の制定について

子ども・子育て支援法の制定を踏ま
え、稲敷市子ども・子育て会議の設置
にあたり、条例制定をするもの

市民福祉 原案可決
（20：０）

議案第80号
稲敷市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について

稲敷市子ども・子育て会議条例の制定
に伴い、当該会議の会長及び委員報酬
の額を定めるための改正

市民福祉 原案可決
（20：０）

議案第81号
稲敷市産業活動の活性化及び雇
用機会の創出のための固定資産
税の特別措置に関する条例の一
部改正について

立地企業に対する固定資産税の優遇措
置期間を３年から５年に延長すること
で支援策の強化を図り、更なる優良企
業の誘致を図るための改正

総務教育 原案可決
（20：０）

平成25年第３回
稲敷市議会定例会

平成24年度全決算（12会計）を認定
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議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第82号 平成25年度稲敷市一般会計補正
予算（第２号） 予算総額を211億1,685万円とする 各常任委員会 原案可決（19：１）

議案第83号 平成25年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号） 予算総額を62億441万１千円とする 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第84号 平成25年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第２号）予算総額を5億3,619万２千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第85号 平成25年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第２号） 予算総額を20億4,956万８千円とする 産業建設 原案可決

（20：０）

議案第86号 平成25年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第１号） 予算総額を31億9,364万７千円とする 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第87号
平成25年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計補正予算（第
１号）

予算総額を１億5,756万円とする 産業建設 原案可決
（20：０）

議案第88号 平成24年度稲敷市一般会計歳入
歳出決算認定について

歳入決算額：238億929万9,876円
歳出決算額：209億549万8,611円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第89号
平成24年度稲敷市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

歳入決算額：64億4,917万6,654円
歳出決算額：58億6,824万9,837円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第90号
平成24年度稲敷市，稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特
別会計歳入歳出決算認定につい
て

歳入決算額：	 22万3,251円
歳出決算額：	 12万5,800円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第91号
平成24年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算認定
について

歳入決算額：４億4,947万7,706円
歳出決算額：４億2,672万4,612円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第92号
平成24年度稲敷市公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：23億3,384万9,748円
歳出決算額：22億7,460万2,861円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第93号 平成24年度稲敷市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

歳入決算額：30億5,909万 956円
歳出決算額：29億1,803万4,442円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第94号
平成24年度稲敷市浮島財産区特
別会計歳入歳出決算認定につい
て

歳入決算額：	 433万2,577円
歳出決算額：	 399万8,530円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第95号
平成24年度稲敷市古渡財産区特
別会計歳入歳出決算認定につい
て

歳入決算額：	 407万7,260円
歳出決算額：	 342万 532円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第96号
平成24年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計歳入歳出決算
認定について

歳入決算額：１億2,939万6,415円
歳出決算額：１億2,889万6,000円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第97号
平成24年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

歳入決算額：８億7,416万7,867円
歳出決算額：８億6,489万4,547円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）



議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第98号 平成24年度稲敷市水道事業会計
決算認定について

総収益：９億	 676万9,772円
総費用：８億6,813万3,943円

決算審査
特別委員会

原案認定
（19：１）

議案第99号 平成24年度稲敷市工業用水道事
業会計決算認定について

総収益：	 858万 172円
総費用：	 799万6,770円

決算審査
特別委員会

原案認定
（20：０）

議案第100号 訴えの提起について
賃貸借契約に基づき、稲敷市の保有地
をゴルフ場用地としている常陸開発㈱
に対し、土地貸付料の支払いがないた
め、支払い請求を提起する

総務教育 原案可決
（20：０）

議案第101号 訴えの提起について

税滞納者の借入過払い金の債権差押
について第三債務者（ＳＭＢＣコン
シューマーファイナンス㈱）から支払
いがないため、取立請求訴訟を提起す
る

市民福祉 原案可決
（20：０）

議案第102号 訴えの提起について 上記議案と同様に、第三債務者（アコ
ム㈱）に対し取立訴訟を提起する 市民福祉 原案可決

（20：０）

議案第103号 工事請負契約の締結について 旧江戸崎西高等学校解体工事請負契約
を8,085万円で締結 － 原案可決

（20：０）

諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 須賀津　土屋　新一（新任） － 原案同意

（20：０）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）
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議 案 質 疑
質問者　山　口　清　吉　議員

　議案第82号　平成25年度稲敷市一般会計補正予算（第２号）
問

問

答弁

答弁

目５財産管理費、節18備品購入費11,629千円の内訳を伺う。

市長車、議長車選定にあたっての市民感覚への配慮、また安全性、経済性、環境性につ
いてはどうか。

（総務部長）
　備品購入費の内訳は、市長公用車589万5,660円、議長公用車573万2,765円です。

（総務部長）
　県内自治体の状況を勘案して市長公用車は、アルファード、議長公用車は、クラウン
を選定しました。どちらの車種も公務の安全性を備えたハイブリット車です。

走行距離21万キロを超える市長車
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山
口
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吉
　

　

第
２
回
定
例
会
で
の
質
問
に
市
長

車
、
議
長
車
は
市
民
感
覚
に
配
慮
し

な
が
ら
車
両
の
更
新
に
努
め
る
と
答

弁
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果

は
２
５
０
０
㏄
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
の

ワ
ゴ
ン
タ
イ
プ
、
色
は
黒
色
で
購
入

価
格
５
８
９
万
５
６
６
０
円
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
全
く
市
民
感
覚
を
無

視
し
た
車
種
選
定
で
あ
る
。
黒
塗
り

の
公
用
車
で
な
く
て
も
市
長
職
は
十

分
に
果
た
せ
る
と
確
信
す
る
。

山
口
清
吉
　

　

一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
が
平
成

24
年
度
か
ら
値
上
げ
さ
れ
保
険
料
の

歳
入
が
33.9
％
も
伸
び
て
い
る
。
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
は
、
コ
ス
ト
の
高
い
施

設
サ
ー
ビ
ス
か
ら
低
い
居
宅
サ
ー
ビ

ス
と
な
る
な
ど
、
ま
さ
に
負
担
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く
、
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ー
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ス
は
軽
く
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末
転
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の
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で
あ
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前
年
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比
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給
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収
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５
４

０
０
万
円
7.0
％
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え
、
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業
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成
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年
度
２
億
６
５
４
２
万
円
償
還

し
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度
末
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は
９
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５
２
０
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万
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と
な
っ
た
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支
払
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業
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取
扱
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費
も
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９
３
０
万
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と
少

な
く
な
っ
て
、
総
係
費
も
４
６
２
万

円
の
減
と
な
り
経
営
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を
感
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
他
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計
補
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前
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し
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用
の
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を
占
め
る
県
企

業
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か
ら
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水
道
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水
の
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金
引
下

げ
を
求
め
、
他
会
計
補
助
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を
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ら

さ
な
い
で
水
道
料
金
値
下
げ
に
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す

べ
き
。
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成
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質
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２
１
６
２
万
７
千
円
、
基
金
残
高
１

１
３
億
５
７
３
６
万
円
で
基
金
残
高

山
口
清
吉
　

　

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
保
険
料
は
、
均
等
割
額
が
年
額

２
０
３
８
円
、
所
得
割
が
0.4
％
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
今
年
の
10
月
か
ら
は
年

金
が
１
％
減
額
さ
れ
る
。
高
齢
者
だ

け
加
入
の
医
療
保
険
で
は
ま
す
ま
す

運
営
が
厳
し
く
な
る
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
廃
止
す
る
以
外
に
な
い
。

山
口
清
吉
　

　

一
般
会
計
か
ら
の
そ
の
他
の
繰
入

金
が
当
初
予
算
と
比
べ
て
１
億
３
０

１
万
円
減
額
補
正
さ
れ
て
い
る
。
国

保
会
計
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を

ふ
や
し
て
資
格
証
明
書
の
発
行
を
中

止
し
て
も
ら
い
た
い
。

比
率
は
、
県
で
３
番
目
に
高
く
実
質

収
支
額
と
基
金
を
合
わ
せ
る
と
１
３

７
億
円
も
預
金
が
あ
る
。

　

一
方
、
国
保
特
別
会
計
、
介
護
保

険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
入

金
を
減
額
し
て
い
る
。

　

繰
越
基
金
を
多
く
残
せ
ば
よ
い
も

の
で
は
な
い
。
市
民
の
最
大
幸
福
の

た
め
、
よ
り
有
効
に
適
切
に
活
用
す

る
べ
き
で
あ
る
。



福祉の現場では、低い賃金や厳しい労働環境か
ら仕事をやめていく職員が増えており慢性的な

従事者不足に陥っているとの相談を受ける。そこで、
現状を把握するための統計を作成する必要性はない
か。また、社会福祉従事者に対する給与水準や健康管理体制等の現状認識につい
て、及び現状改善のための本市の積極的な対策についてどのように考えているの
か伺う。

現状把握の為の統計作成の必要性については重要であると認識しています
が、市内施設は、殆ど民間施設であることから市全体の情報は把握できて

いません。給与水準等については、県で各施設の検査確認・業務改善の指導を実
施しており違法性の無い運営が確保されています。現状改善については、報酬を
含め国が定めるものであり市単独の対策は難しいのが現状です。人材不足解消に
は、県福祉人材センターやハローワーク等と連携し取組みます。

一
般
質
問

市
政
を
問
う

第
３
回
定
例
会
に
は
、
６
名
の
議
員
が
市
制
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

竹 神 裕 輔
議 員

本市の福祉事業従事者の
人材確保は

潜
在
的
有
資
格
者
の
実
数
は

田口市長 各機関と連携を深め取組む

現
時
点
で
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん

竹神

市
内
在
住
の
福
祉
関
係
潜
在

的
有
資
格
者
数
の
把
握
は
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
有
資
格
者
の
把
握

に
よ
り
今
後
、
福
祉
従
事
者
の
人
材

確
保
等
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
求
職
者
の
登
録
、

就
職
あ
っ
せ
ん
を
行
う
県
社
会
福
祉

協
議
会
等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
実

態
把
握
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

福
祉
人
材
不
足
解
消
の
手
段

と
し
て
潜
在
的
有
資
格
者

（
資
格
を
持
っ
て
い
な
が
ら
福
祉
関

係
に
従
事
し
て
い
な
い
方
）
の
掘
り

起
こ
し
も
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。

介
護
福
祉
士
等
は
、
登
録
制
に
な
っ

て
い
る
。
市
内
の
潜
在
的
有
資
格
者

は
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

竹
神

市長

部
長

部
長
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政
市

を
問
う

田
口
市
長

3.11の課題として情報の寸断が
あった。災害時の行政判断の遅れは

命とりになる。通信手段の改善について伺
う。

本年度、デジタルＭＣＡ無線10台購
入し、災害対策本部、現地対策班、

避難所等の通信連絡体制を整え、また、各
消防分団にトランシーバー25台を整備しま
した。

松戸 部長

東中に設置された防災備蓄倉庫

松 戸 千 秋
議 員

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
み
は

防
災
計
画
を
見
直
し
対
策
を
進
め
る

防
災
の
基
本
の
一
つ
自
助
に
つ

い
て
は
、
広
報
紙
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
に
よ
り
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
市
内
55

カ
所
に
あ
り
ま
す
が
、
機
能
し
て
い
る

の
は
、東
地
区
光
葉
団
地
の
み
で
あ
り
、

今
後
、
形
骸
化
し
て
い
る
地
域
の
組
織

再
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

市
内
の
防
災
士
数
は
正
確
に
は
把
握

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
の
一
環
と
し
て
資
格
取
得
啓
発
、

資
格
取
得
費
用
に
援
助
を
実
施
し
ま
す
。

　

避
難
訓
練
は
、
11
月
中
に
関
係
職
員

を
対
象
と
し
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施

し
、
次
年
度
、
住
民
参
加
型
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　

防
災
備
蓄
品
は
、
旧
町
村
毎
に
２
か
所

ず
つ
計
８
か
所
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
設

置
し
３
１
４
３
人
の
避
難
所
の
３
日
分

の
食
料
等
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
簡
易
ト
イ
レ
５
基
を
整
備
し
ま
す
。

大
地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
自

然
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

防
災
減
災
対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
防
災
減
災
の

対
策
、
自
主
防
災
組
織
の
状
況
、
避
難

訓
練
、
避
難
所
運
営
、
備
蓄
の
状
況
は

ど
う
か
伺
う
。

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
想

定
外
の
被
害
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政
の

み
で
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の

は
困
難
で
あ
る
た
め
民
間
企
業
や
地
域

住
民
と
の
連
携
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

部
長

松
戸

市
長

　　　MCA無線とは

Multi Channel Access Systemの
略　複数の周波数を多数の利用者が
効率よく使える業務用無線通信方式
の一つ。混信に強く、無線従事者の
資格が必要ないなどの特徴がある。
最近では、地方公共団体での防災
ネットワーク構築、大規模災害時等
における災害復旧活動、オリンピッ
ク・万博・ワールドカップなどの大
規模イベントでも利用されるなど、
様々な用途においても使用されてい
ます。

?

災害時の通信手段の改善は
部長 デジタルＭＣＡ無線を導入
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一
般
質
問

が
ん
検
診
は
、
が
ん
予

防
の
た
め
に
大
変
重
要

で
す
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
に
つ
い

て
は
現
在
、
国
で
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
国
・
県
の
動
向
を

見
極
め
な
が
ら
胃
が
ん
早
期
発

胃
が
ん
撲
滅
に
向
け
て

田
口
市
長
総
合
的
な
が
ん
予
防
対
策
を推進

胃
が
ん
の
要
因
と
な
る

ピ
ロ
リ
菌
を
除
去
す
る

薬
の
保
険
適
用
範
囲
が
今
年
２

月
か
ら
慢
性
胃
炎
ま
で
拡
大
さ

れ
た
が
、
ピ
ロ
リ
菌
を
予
防
の

段
階
で
除
菌
で
き
る
こ
と
は
画

期
的
な
こ
と
で
あ
り
市
民
に
周

知
徹
底
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
他
市
の
よ
う
に

胃
が
ん
検
診
で
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
受
け
る
場
合
の
、
検
査
料
金

の
支
援
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

県
内
で
ピ
ロ
リ
菌
検
査

を
導
入
し
て
い
る
市
町

村
は
、
水
戸
市
と
牛
久
市
、
常

総
市
の
３
市
で
、
３
市
と
も
、

個
別
受
診
に
対
す
る
一
部
助
成

と
い
う
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
敷
市
で
は
国
の
新
た
な
指

針
が
示
さ
れ
た
時
点
で
、
迅
速

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

大
湖

市
長

部
長

昨年末に学校給食で食物アレルギーのため児童が死亡した
事故があった。国は、アレルギーガイドライン等の活用を

はじめ職種に応じた研修の必要性を強調している。稲敷市におい
てのアレルギー対応のガイドラインの内容と、マニュアルはどの
ようになっているか伺う。

本市でも、食物アレルギーのある児童生徒は増加傾向に
あります。市では、文部省監修によるガイドラインに基づき、アレルギーに対応し

た給食の提供を行うなど、学校と保護者、給食センター、栄
養教諭が密接な連携を図りながら取り組んでいるところです。
また、各学校で、管理職の先生が不在のときでも緊急事態に
対処できる環境が大切です。エピペンの打ち方や病院の搬送
についてなどは、多様なケースに合わせた研修を全職員で
行っています。また、情報についても全職員がその都度再確
認をしています。

大湖 金四郎
議 員

学校給食のアレルギー対策
教育長 万全の態勢で対応を

大湖

教育長

学校給食のアレルギー対策は

　　　エピペンとは
アナフィラキシーがあらわれたときに使用し、医師の治療を受けるまでの間、
症状の進行を一時的に緩和し、ショックを防ぐための補助治療剤（アドレナ
リン自己注射薬）です。
あくまでも補助治療剤なので、アナフィラキシーを根本的に治療するものでは
ありません。エピペン注射後は直ちに医師による診療を受ける必要があります。

?

見
の
た
め
の
対
応
を
迅
速
に

図
っ
て
い
き
ま
す
。今
後
と
も
、

市
民
に
が
ん
に
関
す
る
情
報
の

提
供
と
総
合
的
な
が
ん
予
防
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。



稲敷市議会だより　第34号11

政
市

を
問
う

山 口 清 吉
議 員

空
き
家
対
策
の
早
急
な
条
例
化
を

田
口
市
長
年
度
内
に
条
例
策
定

他
市
の
条
例
で
は
、
管
理
者
と

連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
な
ど
行

政
代
執
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
稲
敷
市
で
も
実
効
性
の
あ
る
条

例
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

空
き
家
対
策
条
例
制
定
は
緊
急

の
課
題
で
あ
り
、
現
在
、
市
の

実
情
に
合
っ
た
条
例
案
の
作
成
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
内
部
検
討
委
員

会
で
協
議
を
行
い
年
度
内
制
定
に
向
け

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

空
家
の
状
況
は
平
成
20
年
の

住
宅
土
地
統
計
調
査
の
結
果
、

２
５
７
０
件
で
15.1
％
で
し
た
。
こ
れ
は

県
と
比
較
し
て
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
後
の
市
単
独
の
調
査
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
区
長
さ
ん

に
お
願
い
を
し
て
情
報
収
集
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

条
例
の
制
定
に
つ
き
ま
し
て
は
国
の

法
案
が
秋
の
臨
時
国
会
に
提
出
さ
れ
る

動
き
が
あ
り
、
内
容
と
し
て
立
ち
入
り

調
査
や
行
政
代
執
行
が
盛
り
込
ま
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の
内
容
を
精
査
し
条
例

の
検
討
委
員
会
に
は
か
り
な
が
ら
年
度

内
制
定
に
向
け
業
務
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

山
口

市
長

部
長

稲敷市のコミュニティバスの利用促進としてのわか
りやすいカラーリングや路線の再考、名称などにつ

いての対策を伺う。

コミュニティバスの利用状況については、全体で年
間約11万７千人であり、前年比６千人強の増加です。

　今後は利用促進のため民間のネット上の運行検索システ
ムに組み込んでもらう働きかけや、図書館の乗り入れをは
じめとする運行ルートの見直しを行っていきます。
　カラーリングについては、事業者が路線により異なる等
の問題があり、全体を同じにすることは難しいと思われま
すが、部分的な統一標記などを、名称とともに、検討して
いきます。

コミュニティバスの利用促進を
田口市長 市民の利用しやすい公共交通の確立を

山口

室長

このほか、隣接市町村との連携、運行計画提案の場の設置などの質問がありました。

コミニュティーバス停留所はこの標識です。（沼里小前）
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一
般
質
問

いじめ防止対策推進法が本年６月に成立し、交付された。
地方自治体としては、より現場の目線に立った基本方針の

策定に努め、関係機関との連絡強化を図る必要がある。９月の法
施行に当たり、地域社会全体でいじめの根絶に取り組める体制や
情報共有の仕組みづくりを積極的に整えていくべきだと思うが、
見解を伺う。

本市におけるいじめ根絶に向けての取り組みとしては、次の６点を実施しています。
１点目は、いじめを早期に発見する観察力や対応する力を養っていくための教職員

の研修の充実です。
　２点目は、早期発見のために教師による毎日のいじめチェックを行い、毎月１回各学校の
実態確認しています。
　３点目は、いじめが生じた際には、校長のリーダーシップのもと、学校全体で組織的に対
応するよう指導しています。また、緊急の場合はスクールカウンセラーにより、幼児、児童
生徒の心のケアにも対応できるようにしています。
　４点目は、児童生徒の健全育成に関する協定書を茨城県警察本部と稲敷市教育委員会で締
結をいたしました。本年７月１日から適用され幼児、児童生徒に重大な被害がおよぶおそれ
がある場合は、直ちに警察と連携する体制を整えています。
　５点目は、教育相談員を新利根庁舎３階の相談室に２名配置し、児童生徒や保護者、地域
の相談にいつでも対応できるようにしています。
　６点目は、スクールガードリーダーを３名配置
し、子供を見守る活動をしています。また、スクー
ルサポーターとも連携を図り、月１回の連絡協議
会を実施しています。
　いじめ防止基本方針につきましては、平成24年
８月に作成しました「いじめ対応についてー稲敷
市教育委員会の取組」を再度見直しながら実効性
のあるものにしていきたいと考えています。

いじめ根絶に対する取り組みを伺う
田口市長 ６つの防止対策を実施

浅野
浅 野 信 行

議 員

教育長

その他に、災害支援型自動販売機について質問がありました。
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政
市

を
問
う

山 本 彰 治
議 員

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
へ
の

支
援
・
活
用
を
問
う

田
口
市
長
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ど
ん
・
ど
ん
」
の
着
ぐ
る
み
を
作
成

茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ど
ん
・
ど
ん
」
の
着
ぐ
る
み
を
作
成

し
、
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
等
へ
の
出
演
も

多
い
片
岡
監
督
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
Ｐ

Ｒ
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

片
岡
安
祐
美
監
督
は
茨
城
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
を
通
じ
て
、

本
市
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
た
著
名

人
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
片
岡
監
督
も

含
め
、
稲
敷
出
身
又
は
稲
敷
に
か
か
わ

り
を
持
ち
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
界
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
で
頑
張
っ
て

い
る
方
々
に
稲
敷
Ｐ
Ｒ
大
使
、
稲
敷
観

光
大
使
を
お
願
い
す
る
よ
う
な
ア
イ
デ

ア
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
も
来
年
合
併
十
周
年
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
広
く
稲
敷
市
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
だ
け

で
は
な
く
、
各
界
で
頑
張
っ
て
い
る

方
々
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
取
り

組
み
が
展
開
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

現
在
、
本
市
で
は
茨
城
ゴ
ー
ル

デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
に
対
し
、
球
場

使
用
料
の
減
免
や
後
援
会
事
務
の
支

援
、
ま
た
、
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
を
し
て
い
た
だ
く
等
で
球
団
を
活

用
は
し
て
い
る
が
、
十
分
な
支
援
・
活

用
と
は
言
え
な
い
。
今
後
、
こ
の
球
団

の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
活
か
し
た
積
極

的
な
支
援
・
活
用
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
、進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

部
長

市
長

山
本

ゴールデンゴールズの本拠地（桜川野球場）

茨城ゴールデンゴールズの
マスコットキャラクター
「どん・どん」
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常任委員会の審査経過と結果

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
根
本
　
光
治
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
３
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
81
号
の
稲
敷
市
産
業
活
動

の
活
性
化
及
び
雇
用
機
会
の
創
出
の

た
め
の
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で

は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
期
間

を
３
年
か
ら
５
年
に
延
長
す
る
た
め
条

例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
、
委
員
か
ら
は
、
企
業
誘
致
の

た
め
に
は
、
税
制
面
の
優
遇
だ
け
で
は

な
く
、
住
宅
の
確
保
や
雇
用
の
確
保
な

ど
、
市
独
自
の
特
色
や
企
業
に
対
し
て

の
メ
リ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
82
号
、
平
成
25
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

で
は
、
今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
と
も
に
１
億
６
７
１
２
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
１
１
億
１

６
８
５
万
円
と
す
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

財
政
課
所
管
分
で
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
に
係
る
計
画
策
定
支

援
業
務
を
継
続
業
務
と
す
る
た
め
の
継

続
費
補
正
の
追
加
等
で
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
２
４
６
３
万
９
千
円
の
減
額

補
正
及
び
市
債
３
６
６
０
万
円
の
増
額

補
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

管
財
課
所
管
で
は
、
各
庁
舎
の
修

繕
料
、訴
え
の
提
起
に
伴
う
裁
判
費
用
、

市
長
車
と
議
長
車
の
購
入
の
た
め
の
補

正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
修
繕
料
の

増
額
補
正
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
新
利

根
庁
舎
の
空
調
、
東
庁
舎
の
非
常
灯
の

修
繕
が
必
要
な
た
め
補
正
し
た
も
の
で

あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

企
画
課
所
管
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

地
域
づ
く
り
事
業
と
行
政
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
補
正
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
集
落
集
会
施
設
の
維
持
補
修

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
地
元
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
に
補
助
率
や
限
度

額
の
引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
崎
公
民
館
所
管
で
は
、
用
務
員

を
採
用
す
る
た
め
の
非
常
勤
一
般
職
員

で
あ
る
用
務
員
の
報
酬
１
０
０
万
７
千

円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

委
員
か
ら
は
江
戸
崎
公
民
館
の
臨
時
職

員
数
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
100
号
、
訴
え
の
提
起
に
関

す
る
審
査
経
過
で
は
、
市
が
保
有
す

る
土
地
を
ゴ
ル
フ
場
用
地
と
し
て
い

る
会
社
が
、
土
地
貸
付
料
の
支
払
い

義
務
を
履
行
せ
ず
、
多
額
の
貸
付
料

を
滞
納
し
て
い
る
た
め
、
支
払
い
を

求
め
る
訴
え
を
起
こ
す
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
３
議
案
全
て
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
松
戸
　
千
秋
　

第
３
回
定
例
議
会
で
は
議
案
7
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
審
査
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
79
号　

稲
敷
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
昨
年
８
月
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
な
ど
の
関
連
３
法
が
成
立

し
、
新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

稲
敷
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設

置
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
会
議
の
委
員
構
成

と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
担
当
課
か
ら
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
代
表
４
名
、
同

サ
ー
ク
ル
団
体
の
代
表
２
名
、
そ
の
他

関
係
者
９
名
を
予
定
し
、
今
年
度
は

ニ
ー
ズ
調
査
と
、
そ
の
取
り
ま
と
め
を

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
82
号　

平
成
25
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

で
は
、
社
会
福
祉
課
よ
り
、
平
成
24

年
度
中
に
受
け
た
国
庫
支
出
金
の
う

ち
、
社
会
福
祉
費
負
担
金
の
精
算
に

伴
う
返
還
分
の
補
正
で
あ
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
返
還

の
要
因
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
自

立
支
援
給
付
費
や
更
生
医
療
給
付
費

な
ど
の
見
込
み
額
受
入
れ
に
対
し

て
、
翌
年
度
精
算
を
行
う
も
の
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
福
祉
課
か
ら
は
、
主
な
歳
出

と
し
て
、
家
庭
児
童
相
談
員
の
専
用

車
の
購
入
、
稲
敷
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
要
す
る
通
信

運
搬
費
等
、
ま
た
、
桜
川
地
区
認
定

こ
ど
も
園
建
設
工
事
設
計
業
務
委
託
、

認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
の
、
避
難
口

の
設
置
等
の
補
正
で
あ
り
ま
し
た
。

税
務
課
か
ら
は
、
固
定
資
産
税
分

の
全
期
前
納
者
が
前
年
に
比
べ
１
５

３
件
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
報
奨

金
に
不
足
が
生
じ
た
た
め
の
増
額
補

正
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
環
境
課
か
ら
は
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
及
び
生
ゴ
ミ
減
量

器
購
入
の
補
助
申
請
者
が
そ
れ
ぞ
れ

予
想
よ
り
も
増
え
る
こ
と
に
伴
う
増

額
補
正
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
補
助
の
内
容
の
周
知
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
広
報
紙
等
で
周
知

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
83
号　

平
成
25
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
の
主
な
も
の
は
、
国

が
負
担
す
る
療
養
給
付
費
負
担
金
と

退
職
者
の
療
養
給
付
費
交
付
金
に
つ

い
て
、
平
成
24
年
度
の
実
績
が
確
定

し
た
こ
と
に
よ
る
返
還
分
、
及
び
一

般
会
計
へ
の
法
定
繰
入
金
の
精
算
金

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
て
原
案
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
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常任委員会の審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
大
湖
　
金
四
郎
　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
に
つ
い
て
、
主
な
審
査
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
82
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
で
は
、
農
政
課
所
管

の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
対

策
協
議
会
補
助
金
の
増
額
補
正
に
つ

い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
、
当
初
予
算

と
比
較
し
補
正
予
算
額
が
多
額
で
あ

る
こ
と
か
ら
当
初
予
算
編
成
時
に
十

分
な
精
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
所
管
で
は
、
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
―
相
談
業
務
の
充
実
・

強
化
を
図
る
た
め
、
消
費
者
行
政
推

進
経
費
２
３
１
万
円
を
増
額
す
る
旨

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
課
所
管
で
は
、
道
路
新
設
改

良
事
業
で
佐
原
組
新
田
及
び
手
賀
組

新
田
地
内
の
市
道
に
お
け
る
電
柱
及

び
工
作
物
移
転
の
補
償
金
の
増
額
補

正
に
お
い
て
、
担
当
課
よ
り
詳
細
に

工
事
区
間
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
所
管
で
は
、
桜
川
地

区
の
市
営
下
馬
渡
住
宅
の
自
転
車
置

場
設
置
工
事
費
１
３
０
万
円
の
増
額

補
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
84
号
農
業
集
落
排
水
事

業
、特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て
は
、「
排
水
処
理
施
設
り

ん
除
去
支
援
事
業
」
に
お
け
る
県
補

助
金
の
補
正
計
上
、
歳
出
で
は
福
島

第
一
原
発
事
故
の
影
響
で
放
射
能
の

基
準
値
を
超
え
た
た
め
一
時
仮
置
き

し
て
い
た
コ
ン
ポ
ス
ト
の
処
分
の
目

途
が
た
ち
、
処
分
費
用
５
５
６
万
８

千
円
を
計
上
し
、
処
分
費
に
つ
い
て

は
東
京
電
力
に
賠
償
請
求
す
る
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は

倍
賞
請
求
に
東
電
が
応
じ
る
の
か
質

疑
が
あ
り
、
昨
年
度
も
賠
償
請
求
に

応
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
年
度
に
つ

い
て
も
見
込
め
る
旨
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

議
案
第
85
号　

平
成
25
年
度
稲
敷

市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
で
は
、
宅
地
内
排

水
設
備
指
定
工
事
店
に
交
付
し
て
い

る
ア
ル
ミ
製
標
証
板
作
製
費
、
本
新

地
区
処
理
施
設
の
真
空
弁
ユ
ニ
ッ
ト

１
基
分
の
増
額
補
正
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

議
案
第
87
号　

平
成
25
年
度
稲
敷

市
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
で
は
、
補

正
予
算
の
内
容
は
、
前
年
度
精
算
に

よ
る
繰
越
金
を
一
般
会
計
へ
繰
り
出

し
す
る
も
の
の
み
で
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
４
議
案
全
て
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
山
下
　
恭
一
　

今
定
例
会
開
会
日
に
決
算
審
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
質
疑
応
答

形
式
に
よ
り
付
託
さ
れ
た
平
成
24
年

度
12
会
計
の
決
算
に
関
す
る
議
案
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ

た
っ
て
の
審
査
で
は
、議
案
第
88
号
、

一
般
会
計
決
算
を
中
心
に
審
査
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
う
ち
総
務
部
所

管
で
は
、
職
員
の
住
民
へ
の
対
応
、

及
び
人
事
評
価
に
つ
い
て
の
意
見
が

出
さ
れ
、
今
後
も
継
続
的
に
研
修
を

進
め
る
こ
と
で
、更
な
る
向
上
を
図
っ

て
く
と
の
答
弁
が
。
ま
た
、
今
後
処

分
が
想
定
さ
れ
る
土
地
の
有
効
的
な

売
り
払
い
の
方
法
に
つ
い
て
の
質
問

に
は
、
検
討
委
員
会
等
に
図
り
、
有

効
的
な
対
応
を
し
て
い
く
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

市
長
公
室
所
管
で
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
事
業
の
Ｐ
Ｒ
等
の
周
知
の

仕
方
を
検
討
す
る
よ
う
指
摘
が
。
ま

た
、
共
交
通
対
策
事
業
で
は
、
現
路

線
を
補
完
す
る
路
線
延
長
に
つ
い
て

意
見
が
だ
さ
れ
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
よ

く
組
み
入
れ
て
、
検
討
し
て
い
く
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
部
所
管
の
審
査
で
は
、

公
共
サ
イ
ン
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
質
問
で
は
、
達
成
率
は
約

40
％
で
あ
り
３
～
４
年
後
の
完
成
予

定
で
あ
る
と
の
答
弁
が
。
ま
た
、
市

で
開
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
削
減
や
新
規
計
画
な

ど
を
、
関
連
す
る
複
数
の
課
で
組
織

を
構
築
し
、
他
自
治
体
と
の
相
互
交

流
も
視
野
に
入
れ
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り

を
模
索
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
対
策
を
考
え
て
い
く

よ
う
委
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
部
所
管
で
は
、
環
境
美

化
事
業
で
、
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い

地
権
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
質
問

で
は
、
国
の
法
律
が
で
き
次
第
、
実

効
性
の
あ
る
空
き
家
条
例
を
制
定
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
答
弁
が
。
ま
た
、

滞
納
者
へ
の
強
制
執
行
に
つ
い
て
は
、

金
額
の
大
小
で
は
な
く
、
納
税
意
欲

が
な
い
場
合
に
、
財
産
調
査
を
行
い

財
産
が
あ
れ
ば
差
し
押
え
と
い
う
手

順
に
入
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
所
管
で
は
、
高
齢
者

生
活
支
援
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
、

携
帯
電
話
も
利
用
で
き
な
い
か
と
の

質
問
が
あ
り
、
稲
敷
広
域
事
務
組
合

の
中
で
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
。

ま
た
、
生
活
扶
助
関
係
経
費
の
医
療

扶
助
費
の
減
少
に
つ
い
て
の
質
問
で

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
の
普
及
促
進
の

成
果
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。教

育
委
員
会
所
管
で
は
、
学
校
医

に
つ
い
て
や
、
給
食
費
の
滞
納
の
処

理
に
つ
い
て
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

他
の
特
別
会
計
・
水
道
会
計
決
算

等
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
89
号
、
第

93
号
、
第
97
号
、
第
98
号
の
４
議
案

に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
認
定
。
他
の

７
議
案
に
つ
い
て
は
全
員
一
致
に
よ

り
原
案
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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臨 時 会 報 告

平 成25年 第 １ 回
稲敷市議会臨時会
平成25年 第１回
稲敷市議会臨時会

ＬＥＤ防犯灯の買入れを可決
　平成２５年第１回稲敷市議会臨時会が８月６日（会期１日間）に開かれ
ました。
　市長より提出された議案は、「議案第７８号　動産の買入れについて」
の１件で、常任委員会への付託を省略し、本会議で審議の結果、全会一致
で可決されました。
　議決結果については下記のとおりです。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

議案番号 件　　　　名 内　　　　容 付託委員会 審議結果（賛成：反対）

議案第78号 動産の買入れについて 買入れ物件：ＬＥＤ防犯灯　7,600基
契 約 金 額：48,678,000円 ― 原案可決

（20：０）
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視 察 研 修 報 告

研
修
日
：
平
成
25
年
10
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
日

研
修
先
：
１
日
目

　
　
　
　
　
新
潟
県
燕
市
・

　
　
　
　
　
新
潟
県
長
岡
市

　
　
　
　
２
日
目

　
　
　
　
　
埼
玉
県
北
本
市

　
稲
敷
市
の
庁
舎
建
設
計
画
も

本
格
的
に
始
動
し
始
め
た
こ
と

に
伴
い
、
庁
舎
建
設
推
進
会
議

も
数
度
に
わ
た
り
、
執
行
部
と

の
協
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
稲
敷
に
本
当

に
あ
っ
た
施
設
を
議
会
全
員

が
共
通
の
理
解
と
認
識
を
深

め
る
た
め
に
、
議
会
全
体
の

先
進
地
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
２
日
間
の
中
で
、
供
用
開

始
間
も
な
い
、
ま
た
は
、
半

月
後
に
供
用
を
迎
え
る
庁
舎

３
か
所
に
つ
い
て
の
施
設
見

学
と
担
当
者
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
新
潟

県
の
燕
市
は
、
平
成
18
年
に

３
市
町
が
対
等
合
併
し
、
そ

の
時
点
で
は
す
で
に
庁
舎
建

設
は
決
定
し
て
い
た
も
の

の
、
建
設
地
等
に
つ
い
て
は

難
航
し
、
本
年
５
月
に
供
用

開
始
を
迎
え
た
ま
し
た
。
約

３
万
６
千
㎡
と
い
う
広
い
敷

地
の
中
心
に
地
上
４
階
建
の

庁
舎
が
建
て
ら
れ
、
こ
れ
は

周
辺
農
地
へ
の
影
響
の
軽
減

や
、
災
害
時
の
受
け
入
れ
搬

入
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
て
の

設
計
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

庁
舎
自
体
は
免
震
構
造

で
、
低
層
階
に
窓
口
を
集
中

さ
せ
、
市
民
に
や
さ
し
い
つ
く
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
自
然
採
光
や

自
然
通
風
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
無
駄
を
省
い
た
ス
リ
ム
な
庁
舎

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
日
、
長
岡
市
の
庁
舎
も
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
市
民
共

同
・
交
流
の
場
「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」

の
一
角
に
庁
舎
と
議
場
が
組
み
込
ま

れ
た
形
で
、
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
市
民
に
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
が
前
面
に
出
さ
れ
た
施
設

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
市
全
体
の
規

模
や
立
地
条
件
か
ら
、
施
設
そ
の
も

の
を
稲
敷
市
に
あ
て
は
め
る
の
は
難

し
い
形
で
し
た
が
、
市
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
を
主
に
お
き
、
オ
ー
プ
ン
な
つ

く
り
に
つ
い
て
、
参
考
に
な
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
埼
玉
県
の
北
本
市

を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
庁
舎

は
、
供
用
を
ま
じ
か
に
控
え
、
机
や

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
設
置
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
３
階
建
と
い
う
低

層
庁
舎
で
、
窓
口
が
低
層
階
に
集
中

さ
せ
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
既
存
庁
舎
と
同
一
敷
地
内

に
建
設
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

工
事
を
２
期
に
分
け
る
な
ど
の
工
夫

に
よ
り
、
仮
庁
舎
を
建
設
せ
ず
に
、

早
期
完
成
と
建
設
費
の
削
減
を
図
っ

て
い
る
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

防
災
面
で
は
、
非
常
時
に
隣
接
す
る

中
学
校
ま
で
対
策
本
部
と
し
て
使
用

す
る
な
ど
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
３
か
所
の
庁
舎
と
も
に
、
規
模
や

立
地
条
件
が
異
な
る
も
の
の
、
市
民

に
や
さ
し
く
、
災
害
時
の
本
部
機
能

を
重
視
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
稲
敷
市
に
お
い
て
は
、
今
回
の
視

察
を
再
度
考
慮
し
、
市
民
を
第
一
に

考
え
た
、
ま
た
災
害
時
に
は
拠
点
機

能
を
十
分
に
兼
ね
備
え
る
施
設
に
な

る
よ
う
、
執
行
部
と
の
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

議会全体研修報告
燕市の議場見学

北本市職員との意見交換
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委
員
長
　
　根
　本
　
　
　保

副
委
員
長
　
　岡
　沢
　亮
　一

委
　
　員
　
　山
　口
　清
　吉

委
　
　員
　
　大
　湖
　金
四
郎

委
　
　員
　
　根
　本
　光
　治

委
　
　員
　
　松
　戸
　千
　秋

今
回
の
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
は
、

根
本
小
学
校
の
最
後
と
な
る
運
動
会

の
よ
う
す
で
す
。
根
本
小
学
校
は
、

明
治
９
年
に
開
校
さ
れ
１
３
８
年
の

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
小
学
校
で
あ

り
、
在
校
生
は
も
と
よ
り
Ｏ
Ｂ
で
あ

る
地
域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
感
慨

深
い
一
日
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。中

国
の
故
事
に
「
孟
母
三
遷
の
教

え
」
が
あ
り
ま
す
。
孟
子
の
母
が
孟

子
の
教
育
の
た
め
に
転
居
を
繰
り
返

し
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
、
学

校
の
近
く
に
遷
っ
た
ら
孟
子
が
み
ず

か
ら
礼
儀
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
に
は
環

境
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
教
え
と
さ

れ
た
も
の
で
す
。

来
年
度
開
校
さ
れ
る
新
利
根
地
区

統
合
小
学
校
で
は
、｢

孟
母
三
遷
の
教

え｣

の
と
お
り
、
す
ば
ら
し
い
学
習

環
境
の
も
と
子
ど
も
た
ち
が
、
す
こ

や
か
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

（
松
戸
　
記
）

傍傍 聴聴
してして

みませんかみませんか
次回定例会開催予定は

12 3月 日　となります。

　市議会は、傍聴できます。
　この９月議会（定例会）では、期間中、のべ
８人の皆さまが傍聴しました。稲敷市役所東
庁舎の２階で当日に受付けています。
　また、議場傍聴ではなく、庁舎１階ロビー
にあるテレビで議会中継を傍聴することも
できます。

　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、
ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市Twitter（ツイッター）で、議会情報
の提供を行っています。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当
日に受付けています。傍聴については、
　①　受付時間は午前８時３０分から（先着順）
　②　傍聴の予約はできません
　③　傍聴席は２５席まで
　　　（別途、報道関係５席）
　④　議場で傍聴できなくても庁舎１階のテレビで
　　　議会の生中継を傍聴できます　　　　　など
　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく
ださい。

　次回の定例会の詳しい日程については、議会事
務局までお問い合わせください。

☎　０２９９ｰ７８ｰ３３９０（直通）
FAX　０２９９ｰ７８ｰ３３９６

稲敷市ホームページ http://www.city.inashiki.lg.jp/
稲敷市ツイッター https://twitter.com/inashiki_city

稲敷市議会 検索

市議会ホームページをご覧ください
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